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市老連のホームページ

URL https://www nagoyarouren com

丁EL 052-796-4607
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お問合せ先

守山区老連事務局(守山区役所福祉課内)
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データは語る…『老人クラブの活動は、健康長寿の秘訣』
老人クラブは、「健康づくり」の担い手

日本老年学的評価研究の調査から、老人クラブの活動は高齢者の健康にプラスの影響を与えることが明らかになりました。

●|1笑いのある1生活が健康にプラス嬢嶽 ケ疲刈澱伸闘|と■緒わ1築しヽがあるな

【高齢者約 21,000人の調査】

笑いの頻度が「ほぼ毎日」の人と比べ、「ほとんどない」人は脳卒中を有する割合が
1.6倍、心疾患は 1.2倍高い傾向にあつた。「笑い」が健康的な生活に欠かせない
ことを示唆。

||1運動は仲1間と|す|ると健康にプラス■臥 ―タラ斃 tlみんな籟 ポ■ツや体操警襲朧意

【高齢者約 13,000人を4年間追跡した調査】

スポーツのグループに参加して運動を週 1回以上行つている人と比べて、グループ
に参加せずに運動を週 1回以上行つている人は 1.29倍、要介護認定に至りやす
い。

tll岬F9勁 全,夕1111雫辱111ブ71う|1老入夕鬱ブI議:1難しヽど鸞愉の場計■|■■|■|

【高齢者約 2,400人を 5年間追跡した証

自治体内で月に 1回程度行われている高J
参加していない人と比べて、要介護になる

|1天とあ養流もヽ多t,と進農i:チ→烹1基墓入ら|も

'i

lま:1人と会う機会が増えるt

【高齢者約 12,000人を 10年間追跡した調査】

10年前に「同居以外の他者との交流」が「毎日頻繁」だつた人と比べて、「月1～週1
回未満」の人々は、その後、1口39倍、認知症を伴う要介護認定に至りやすい。

●1地域組織へ|の参加は健康にプラス→老人クサ鋼よ:飽域の鶴齢者組織:

【24の自治体の 175小学校区の後期高齢者約 3万人を対象とした調査】

町内会や老人クラブなどの地域組織への参加率が高い小学校区ほど、認知症リス
クの高い高齢者が少ないという関連が浮かび上がった。
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||1価落後喜嵯道も|そ裏星各じよ151導轟天夢1事|チ懸:機菫i:轟墨喜|あむ豪ろぶ√|||
【地域組織に参加している65歳以上の高齢者約 1万人を約 5年間追跡した調査】

地域組織内の通常メンバーと比較して、役員(会長、世話役、会計など)の死亡リス
クはおよそ12%低いことがわかった。
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